


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































天皇の御代とされた。また朱雀天皇・村上天皇の代に「一代一度大神宝使として制度化 確立す とともに一代一度仏舎利奉献も定例化した」といわれる。ここでもう一点問題になるのは、 社に度者を送ることである。嘉祥三年文徳天皇の時代に神社への度者と一代 度仏舎利使は度者であったこ の意味 仏習合の進展との関わりから考察を深める必要があると考える。今後の課題として別稿で論じてみたい。
最後に一代一度仏舎利使の派遣先の名社はどこだろう。直接的な史料はないが、仏舎利使が大神宝使から派生したも

































界の童子もひとではなく、人間の秩序を超越したものとして穢れに伝染すること なく、穢れを浄める 考えられてたと述べられる。仏舎利使は出家童・少年僧であっ という一因はこういった児童信仰に由来するものかもしれな 。
ブライアン・小坂・ルパート氏はその論考の中で舎利の多面性や各時代の流布のようすを綿密に考察された。さらに

























































































































































































































































































































































※ 大神宝使 日本紀略（仁和 4 ・
（（・ 8 ）
（ 898 昌泰元年・ 8 ・
（3
醍醐　（4才 寛平 9 （897）







神財を奉る使者 日本紀略（昌泰 （ ・
（3）








穢によって中断 日本紀略（天暦 （ ・
8 ・（（）






出家童55人受戒 日本紀略（安和 （ ・
5 ・（6）




仏舎利を奉る 日本紀略（天禄 （ ・
（0・（8）
6 987 永延元年 9 ・
（7
一条　　 8 才 寛和 （ （986）





7 （0（8 寛仁 （ 年（0・（（ 後一条　（（才 長和 5 （（0（6）




57社 小右記（寛仁元～ （ ）
七道諸国神社 日本紀略（寛仁 （ ・
（0・（（）






9 （070 延久 （ 年（（・（7 後三条　37才 治暦 4 （（068）
4 ・（9　35才
五畿七道名諸社 仏舎利を奉る 扶桑略記












（090 寛治 4 年 （ ・（4 民経記　（寛喜元・
6 ・（5）
（（ （（（（ 天永 3 年 6 ・（7 鳥羽　　（0才
　　　　　
嘉承 （ （（（07）
7 ・（9　　 5 才
諸社 仏舎利を奉ず 殿暦・中右記（天永
3 ・ 6 ・（7）












（4 （（7（ 承安 （ 年 （ ・（3 高倉　　（（才 仁安 3 （（（68）
（ ・（9　　 8 才
民経記（　寛喜元・
6 ・（5）
（5 （（9（ 建久 3 年 3 ・（0 後鳥羽　（3才 寿永 （ （（（83）
8 ・（0　　 4 才
五十ヶ社 仏舎利使を諸神
社に発遣
玉葉　（建久 3 　 3 ・







（6 （（06 建永元年 9 ・（6 土御門　（（才 建久 9 （（（98）











（8 （（（9 寛喜元年 8 ・ 8 後堀河　（8才 承久 3 （（（（（）








8 ・ 8 ）
（9 （（53 建長 5 年 8 ・（3 後深草　（（才 寛元 4 （（（46）








　 『日本紀略』に、宇多天皇仁和 4 年（（月 8 日条に「大神宝使発遣」、醍醐天皇昌泰元年 8 月（3日条に「神財」（ 7 月（0
日条には幣・神宝を発遣）とある。
※ 『民経記』には寛喜元年 5 月（4日・ 6 月 3 日・ 5 日・ 6 日・ 8 日・（0日・（7日・（9日・（5日・（7日の条に記事がある。
担当者、費用、受戒、行事所始めなど詳細に記載される。
即位儀礼に見える仏舎利信仰85
